
第28回看護研究会によせて

　2007年は医局センターの老朽化が喫緊の課題となり、メンタルヘルス病棟の閉鎖に始まり、7階

病棟の閉鎖・改修．17東病棟の閉鎖、本館でのメンタルヘルス病棟の再開と、病床再編成を余儀

なくされ、各病棟とも今まで以上に混合科状態になり繁多な業務となりました。臨時の人事異動が

何度も行われスタ　フにとっては落ち着かない1年でありました。しかし異動により職場間のコミ

ュニケーションが深まり、今までになく看護部門としての連帯感も生まれた1年であったと実感し

ています。

　幸いなことに看護師数は前年に比較して約30～40名の人員増を維持することができました。看

護師が本来の仕事、こ專念てきる環境つくりを目指して看護助手も1病棟3名配置がかない、業務分

担の見直しを図り患者さまに向き合える時間が増えたのではないかと思っています。

　第28回目を迎える看護研究会ですが1日だけの発表のため演題数に制限があるのは残念です。

研究内容はかなり充実してきていますが、集録は全国の人の目に触れるわけですから丁寧に校正し

てほしいと思います．

　当日は多くの方か参加して活発な意見交換されることを期待します。
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